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1 は じ め に

福島県におけるトルコギキョゥの栽培面積は ,年々増加

の傾向にある。しかし,毎年のように新品種が育成されて

いるうえ,比較的最近になって導入されたために,栽培上
の品種の特性が明らかではない。

トルコギキョゥの作型は,秋まき (9～ 10月 は種 )栽培

と春まき (2～ 3月 は種 )栽培とに大別できるが,こ こで
は,主な品種の生育相や形質などを作型月1に把握し,更に

春まき栽培では短日処理効果について検討した。

2試 験 方 法
(:)秋まき裁培

昭和59年 10月 19日 ,tt黒峰"はか,品種を供試し,ベ ー
バ ーポット(3× 3X5m)を利用しては種した。その後 ,
最低夜温13℃に設定したガラス室内で育苗し,翌年 3月 17

日無加温パイプハゥスに定植 した。栽植距離は12X12cltの

7条植えとし,N P205 K20各 15したを施用した。定
植後は二重 トンネルで被覆して保温した。

0)春まき栽培
昭和60年 3月 11日 には種 し,6月 21日 に定植したが ,品
種その他の耕種については秋まき剰焙 に準じた。日長処理

は春まき栽培のみ行なった。すなわち,6月 27日 ～7月 26
日の 1か月間 ,午後5:00～午前8:00までの暗幕被覆に

よる,時間日長とした。

13)調査方法・区制

切り花時 (開花数が 2～ 3輪 )における花茎長 節数・
分枝数 花らい数 重量などを調査した。区制は,1区 70
株 (約 17)反復なしとし,各区30唾を調査 した。

3 結果 及 び考察

(1)秋まき栽培における開花期 切花形質
開花潮は ,紫色系で "黒峰"(7月 16日 ),桃色系で

て`
春

の峰"(7月 10日 ),自 色系では '｀ 自扇''(7月 16日 )が

最も早 く, 
く`ピンクパール''と

｀`ピュアホヮイト''の八重

咲種についてはこれよりかなり遅れた。品腫全般に開花が

早いと切花形質 (花茎長・重量など)が劣る傾向が認めら

れたが, 
｀`
黒峰 "についてはこの限りでなかった(表 1)。

●)春まき栽培における開花期 切花形質

開花の早晩性は秋まき栽培にはぼ準じたが,開花は八重

咲種を除き45日前後遅れた。しかし,切花形質については

一応商品性はあるものの秋まきに比較するとかなり劣り,

特に,採花時の節数が著しく減少 したるこれは,高温 長
日条件により栄養生長が不充分のまま花芽分化が促進され

たためと考えられる。なお,節間長は作型により異なり,
秋まきでは短く,春まきでは長くなる傾向があった。春ま

き栽培ではおそらく生育盛期の高温による急激な節間の伸

長によるものであろう。

¬般に,自色系については花茎が折れやすく,特に自扇
についてはその傾向が強いので,このような環境条件下に

おける栽培管理については十分な配慮を要する (表 2)。

表 1 秋まき栽培における開花傾向及び切花形質

(0 花色・花弁数の変異
1)花色の変異
八重咲種の

R`ビンクパール"と く`ピュアホヮイト"は花

色が均―でなく,異色の混入割合が前者で3%,後者では
15%認 められた。

2)花弁数の変異
春まき栽培では, “ピンクパール"と

て`ピュアホワイト"

の八重咲種の花弁数は平均17～ 18枚であるが,花弁数 5枚

の一重咲きが
｀`ピンクパール"で352%, ｀`ピュアホヮイ

ト"では214%の割合で出現しており,八重の程度につい
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ては個体間のばらつきが目立った。また,作型によっても  については更に検討を要する。
花弁数は変化 し,秋まき栽培で多くなる傾向がみられた。

    表 3 短日処理による開花抑制及び切花形質の向上
表 2 春まき栽培における開花傾向及び切花形質        (自 然日長区に対する増分 )
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“

)日長処理効果
前述のように春まき栽培では切花形質が劣っていたが ,

定植より1か月間の短日処理によりある程度向上した。す

なわち ,品種にもよるが,処理により花茎長は平均65“ ,

最高134"(て｀源氏の雪")大となった。また,切花重量は

平均82′増加したが ,特に
｀
源氏の雪 "では125′ と増

加の程度が著しかった。開花期は11日以上,最高で17日遅

れたが, 
｀
躁苑 "く春の峰"で遅延効果が高く,作期拡大

の意味からも実用的な技術であろう (表 3)。

なお,6月 27日～7月 26日 の処理期間は, 暗幕密閉によ
り夜温が上昇することが予想されるので,処理時期や方法

4 ま  と  め

以上の結果を要約すると,秋まき栽培では紫色系で
｀`
黒

峰'',桃色系では 町ζの誉" ｀源氏桜 '',自 色系では R`源

氏の雪 "が実用的であり,春まき栽培でもほぼ同様な傾向
が認められたが,紫色系では

｀
黒峰''よ り 珠 苑"が優れ

ていた。

これらの品種は,短日処理により開花を抑制することが

でき,切花形質を向上させること力濫 認された。
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